

































































































































































































































































































を提示している o また』摂津瓦林村の庄屋岡本家手代の日記には (24)， “播州加
東郡村々百姓寄集富家之商人見掛ケ居宅漬シ候由当月十五六日頃当辺ニ雨風間













表 1 中番村のー撲参加者 表2 1843 (天保14)年中番村の経営規模別農間余業
人数 内 訳 全戸数余業数 余 業 内 ?fr で，
l石未満 戸主の次男 l石未満 19 9 A(6) B(l) C(l) D(l) 
1~3 石 2 戸主，戸主の弟 1~3 石 1 8 A(l) D(3) E(2) F(l) G(l) 
3 ~ 5 2 戸主，戸主の息子l
3 ~ 5 3 3 A(l) B(l) E(l) 
5 ~ 10 1 戸主の息子
5 ~ 10 7 3 A(l) B(l) E(l) 
10 ~ 15 3 。
10 ~ 15 戸主の息子 15 ~ 20 2 。
15石以上 。 20反以上 5 。
合計 7 合計 50 23 A(9) B(3) C(l) D(4) E(4) F(l) G(l) 





木綿販売高 同金額 持高 同金額
善太郎 18反 1，098匁 2.5石 294.4匁
源右衛門 9 549 4.8 412.8 
十蔵 6 366 4.7 404.2 
与一左衛門 9 549 3.9 335.2 






























































打壊し対象 戸数 備 考
大庄屋 3戸 銀貨兼業1戸
庄 屋 2 
年 寄
長艮 貨 30 問屋1戸・酒造l戸・庄屋および問屋1戸・酒造および
呉服l戸・干鰯および酒造1戸・大庄屋1戸各兼業 | 
j酉 三I丘口二 21 呉服兼業1戸・酒屋l戸含む
問 屋 21 
干鰯屋 13 
木綿屋 4 
仲 買 3 
呉服屋 3 
米 屋 1 
油 屋 1 
質 屋 1 





















200石禄米(天保14年)，福本藩(池田・ 1万石) ・安政期・ 10人扶持，丸亀藩






























































































































































( 1 ) 林基「宝暦~天明期の社会情勢J(岩波講座『日本歴史・近世4j ，のち林基『続百姓ー
授の伝統J所収)参照
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( 5 ) r桐生織物史上J， r埼玉県史J， r群馬県百年史』など参照
( 6) 1878 (天明 7)年の信濃松代藩領水内郡西山中村のー撲も閉じ性格である(青木美智男・
入間田富夫ほか編『一撲3 ー授の構造』参照)
(7 ) 脇坂俊夫『近世村落の構造j146頁以下参照
(8 ) 平沢清人『百姓ー撲の展開j40~58頁，前掲『一授 3 j 170・257頁
( 9 ) r図説和歌山県の歴史J195~ 8頁，青木美智男「村方騒動と民衆的社会意識J(r講座
日本歴史6 近世2J 274~ 5頁)
(10)(32) 田中彰『幕末の藩政改革』第 1章第2節63頁以下
(11) 薮田貫『国訴と百姓ー授の研究』序章.1~2 章参照
(12) (14) 津田秀夫『封建社会解体過程研究序説J177~88頁・ 216~34頁
(13) 八木哲浩『近世の商品流通』所収「国訴年表J166頁以下および『西宮市史』第2巻199頁




(17) (19) (21) (36) (43) 兵庫県加東社町谷川家所蔵「播州村々百姓騒立手続之写J(兵庫史学会編
f加古川筋百姓ー撲関係史料』所収以下，単に『史料』と略す)
(18) (35) (37) 野村兼太郎氏所蔵「播州一撲聞書J(W社会経済史研究』および前掲『史料』所収)
(20) 兵庫県氷上郡小川町酒井家所蔵「無道撤焼者荒増俸書J(前掲『史料』所収)および(17)
同史料














(33) 黒正巌『百姓ー撲の研究続編』第 6 章204~14頁
(34)(39) 前掲「ー撰之次第届書」
(38) 前掲「無道轍焼者荒増惇書」
(40) 藤本欣司「力日古川筋百姓ー授についてJ(W兵庫県社会科研究会誌.16号)
(41) 芝原拓自『明治維新の権力基盤.1253頁以下参照
(42) 藤本欣司「大塩の乱に参加した播州の人 堀井義三部J(W兵庫県社会科研究会誌.11961年
8月号)
(44) 堀江英一「幕末における階級闘争Jr近代日本の形成』所収)・津田秀夫「封建社会崩壊
期における農民闘争の一類型についてJ(r歴史学研究.1168号)参照
(45) 世直しー撲を天保期農民一撲の系譜として位置づける根拠は，まず，豪農・領主に対す
る中下層農民・半プロ層主体による闘争形態であり，豪農の現実的対応として政治の世界
への進出を促進したことである。その意味では秩父民権運動を世直しー撲の系譜として
位置づけることも可能であり 豪農主導型ー撲の系譜として位置づけできる福島民権運動
と著しい対照をなした。世直しー撲自体は，開港にともなう幕末期物価騰貴などによって
ともに触発された都市の打壊しと効果的に並行し，討幕運動を促進して維新の変革を可能
にした闘争であったが，この経験こそが，維新以降における各地の地租改正反対闘争や秩
父闘争に連結していく下層民権運動を推進した機動力であったと言える。尚，世直しー撲
研究については，佐々木潤之介『幕末社会論.1 .同『世直し』・同編『村方騒動と世直し』
上・下，藤谷俊雄『おかげまいりとええじゃないか』など参照
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